
●
夏 

〇
３
５ 

初
夏
郊
行(H18/5/2

作) 

（
仄
起
式
、
押
韻
は
、
平
声
十
三｢

元｣

で
あ
る
。
） 

新
緑
の
眩
し
い
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
拙
宅
か
ら
眺
め
る

富
嶽
も
段
々
と
霞
ん
で
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ろ
そ

ろ
田
植
え
の
時
期
で
す
ね
。
新
し
い
息
吹
を
感
じ
る
昨
今
で

す
。
国
の
本
は
農
で
す
。
新
た
な
る
農
村
の
復
活
を
望
ま
ず

に
は
お
れ
ま
せ
ん
。  

雪 

解 

四 

山 

緑 

樹 

蕃  

蛙 

喧 

水 

緩 

美 

田 

村  

眼 

前 

富 

嶽 

雲 

光 

淡  

声 

在 

日 

長 

農 

事 

繁 

  

〇
２
６ 

集
夏
祭(H16/7/27

作) 

（
平
起
式
、
押
韻
は
、
下
平
声
八
「
庚
」
で
あ
る
。
） 

地
区
の
夏
祭
り
で
す
。
笛
や
太
鼓
の
音
に
釣
れ
ら
れ
て
多

く
の
人
々
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
盆
踊
り
も
最
高
潮
に
、

花
火
に
人
々
も
ど
よ
め
き
ま
す
。
ま
る
で
村
中
の
人
々
が 

狂
っ
た
よ
う
に
踊
っ
て
い
る
平
和
な
村
の
夏
で
す
。  

遠 

聞 

鼓 

笛 

日 

西 

傾  

囲 

櫓 

渦 

膨 

歩 

々 

軽  

暮 

夜 

夏 

華 

皆 

響 

動  

民 

人 

狂 

舞 

一 

村 

盈 

  



〇
２
５ 

猛
夏
（H16/7/14

作
） 

（
仄
起
式
、
押
韻
は｢

一｢

東｣

で
あ
る
。
） 

退
官
し
て
初
め
て
の
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
毛
穴
が
閉

ま
り
っ
ぱ
な
し
だ
っ
た
の
で
、
対
応
が
困
難
で
す
。
空
梅
雨

の
梅
雨
前
線
が
去
り
、
太
平
洋
高
気
圧
が
の
さ
ば
っ
て
い
ま

す
。
た
ま
り
ま
せ
ん
。  

低 
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高 

来 

塊 

覆 

空  
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閃 

々 

駐 

蒼 

穹  

路 

人 

脱 

服 

汗 
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瀑  

灼 
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気 

籠 

 

〇
１
０ 

十
勝
初
夏(H16/6/29

作) 

（
仄
起
式
、
韻
は
、
下
平
声
「
九
」
で
あ
る
。
） 

十
勝
は
今
が
最
高
の
季
節
で
す
。
意
を
尽
く
し
得
ま
せ
ん

が
、
そ
の
風
景
を
詠
ん
で
み
ま
し
た
。  

十 

里 

稍 

変 

草 

色 

青  

空 

高 

風 

爽 

盈 

陽 

光  

植 

花 

耕 

畝 

人 

無 

数  

空 

地 

蒼 

々 

万 

象 

昌 

       


